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超新星

• 分類

極大時のスペクトル



未解決問題：重力崩壊型

• 親星

単独星？連星？

• 爆発メカニズム

• 大質量の最終進化

爆発前の質量放出



未解決問題：核暴走型

• 親星

Single degenerate?

Double degenerate?

• 爆発メカニズム

爆燃波？爆轟波？

• 多様性、特異なIa型



爆発直後の観測

• ショックブレイクアウト

• 濃いCSMによる輝線

爆発直前の~1年の間で放出

(10−3 𝑀☉ 𝑦𝑟−1 )

• 親星と、大質量星の最終進化を

制限



爆発直後の観測

• 光度の超過成分

伴星との相互作用?

Ni分布?

He detonation?



Tomo-e + せいめい + かなた

• Tomo-e

可視広視野での高頻度サーベイ

• 3.8m せいめい望遠鏡

可視撮像分光

• 1.5m かなた望遠鏡

可視・近赤外撮像分光

偏光観測



超新星フォローアップ観測

• 京大時間と共同利用時間を

合わせて

Classical (0.5夜×23回)

ToO (12夜)

• 年間約50天体ほど

観測

Ia Ib, Ic II other ? TNSへ

22年 7 5 4 1 8 4

21年 17 4 17 6 5 4

20年 19 6 9 2 17 3

19年 22 5 12 6 17 2



観測例：SN 2020hvf

• 4月21.4日にATLASによって発見報告

20.5日にTomo-eで観測

• 4月22.9日に分光報告

極大前の特異なIa型と似たスペクトル

• 初期の超過成分

CSMと放出物質の相互作用

Jiang+ 2021



観測例：SN 2020hvf

• 長期に亘って可視・近赤外での観測

• 明るく、光度変化は

スーパーチャンドラ超新星に

似ている Taubenberger+ 2019



観測例：SN 2020hvf

• Si II 6355の速度は速く、進化も早い

• 後期スペクトルは典型的なIa型に

近いスペクトル
Ca II / 
[Fe II]

[Fe II], [Fe III]

[Fe II] / [Ni II][Co II] Normal



まとめ

• 爆発直後の超新星の観測で、親星や爆発メカニズムへの制限が

できる

• 早期発見 + 迅速な測光・分光フォローアップが重要

• Tomo-eとせいめい、かなたでデータが取られた超新星の

観測例を増加中


